
Title ホタテガイ外套膜由来コラーゲン及びその加水分解物のヘアケア製品素材としての性能

Author(s) 申, 鉉日; Shin, Kennichi; 神, 雄介 他

Description 研究報告

Citation FRAGRANCE JOURNAL, 8, 86-89

Issue Date 2005

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/49724

Type journal article

File Information FJ2005-8_86.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



ホタテガイ外室膜由来コラーゲン及びその

加水分解物のヘアケア製品素材としての性能
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ホタテガイ外套膜由来コラーゲン及びその

加水分解物のヘアケア製品素材としての性能

申絃日本 l 神雄介*2 川上健作*3 栗原秀幸*4 高橋是太郎*5

Abstract Pepsin solubilized collagen， hot water extracted collagen， and collagen 
peptite were prepared from scallop mantle. They were subjected to the measure-
ments of moisture sorption ability， denaturation temperature， foaming ability， 
restoration of hair cuticles， and breaking strength of the individual hair， in con-
trast to bovine skin collag巴n，gelatin and peptide， respectively to evaluate the ratio-
nality using them as raw materials as hair care goods and cosmetic products. 

Key words scallop mantle， invertebrate， amino acid composition， bovine colla-
gen， SDS-PAGE， foaming ability， denaturing temperature， hair care 

1. はじめに

動物コラーゲンは細胞外マトリックスの主要成分とし

て尚い生体親和性と吸水性を持つことで，従来から化粧

品原料として広く利泊されて来た。しかし，近年，牛海

綿状脳症 (BSE)や口蹄疫などの問題で家畜系コラーゲ

ンの安全性に不安を持つ人が増え，水産系コラーゲンへ

の切り替えが試みられている。水産系コラーゲンを化粧

品やヘアケア製品原料として利用する場合，一定品質の

原料を大量かつ安価に入手で、きることカ羽、要である。

そこで，本研究では北海道で廃棄物として年間約

30，000トンも廃棄されているホタテガイ外套膜に注白

し，コラーゲン供給源としての価値を調べた。その結果，
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季節によって多少変動はあるものの，約l.7%前後

(1.3%~2.0%) のコラーゲンを含んで、いることが明ら

かになったさらに，本研究ではホタテガイ外套膜か

らアテロコラーゲンと熱水抽出コラーゲンを調裂して牛

コラーゲンおよびゃゼラチンと比較し，化粧品やへアケ

ア製品素材として利用できる可能性についても検討を行

った。

2. ホタテガイ外套膜コラーゲンの抽出とアミ
ノ酸組成

今回実験に用いた試料はコラーゲンを1.8%(湿重量

あたり)含んだ試料で，ペプシン限定分解法によって抽

出した結果，抽出率は26.6%に達した。ペプシン限定分

解法によって溶出できなかった部分は120
0

C，1 hの条

件で抽出し，熱水抽出コラーゲンとした。抽出したコラ

ーゲンのアミノ酸組成を見ると(表 1)，グルタミン|唆

の量カfグリシン，プロリン，ヒドロキシブロリンに;欠¥"

で多く，ヒドロキシリジンの量がタイプIコラーゲンよ

りも多いなど，タイプVコラーゲンとの額似性を示し

た2)O

3. ホタテガイ外套膜コラーゲンと牛皮タイプ
Iコラーゲンの吸水性比較

コラーゲンは生体に対する高い親和性と，吸水性があ

ることから，化粧品の天然素材として使われてきたc そ

こで， SMC (ホタテガイ外套膜コラーゲン)の吸湿性

を-1二タイプIコラーゲンと比較した。吸湿率を測定した

結果，相対混度が高い時にSMCの方がより高い吸湿性
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ホタテガイ外套膜コラーゲンと他の動物コラーゲンとのアミノ酸組成の比較
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ホタテガイ外套膜熱水抽出コラーゲン

ラチン)の起泡力
4. 
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ホタテガイ外套膜熱水抽出コラーゲン(ゼラチン)， 

牛皮ゼラチン(タイプB)，CTPP社マリンコラーゲン

(ゼラチン分子量分布:2000 -20000) ，市販マリンコラ

ーゲン(ゼラチン，分子量17800)を濃度0.02%になる

ように蒸留水で、溶解させた後，起Y?I力実験lこ用いたO 起

i包力の測定には送気法を採用した。結果は表2に示

したようにホタテガイ外套膜ゼラチンと牛ゼラチンカ可也

の3種類に比べてはるかに高い起泡性を示すこととな

った。また，泡立てる時間の変化によるホタテガイ外套

膜ゼラチンと牛ゼラチン (0.2%，w/w)の起泡力の変

化を調べた結果，函2に示したようにホタテガイ外套

膜ゼラチンの方が牛ゼラチンよりも起泡力が時間の経過

とともに大きくなることがわかった。ただし，牛皮ゼラ

チンの方がホタテガイ外套膜ゼラチンより均一ーな泡を形

成していた(観察による)。

100 80 

凍結乾燥したコラーゲンスポンジ
の吸水性の比較

縦線は襟準偏差の平均値 (n=3)を示している。
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5.傷んだ毛髪のキューティクルに対する修覆
作用

敬6)の方法に準じた。コラー
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毛髪の処理方法は安達

を示していた(図 1)。これはホタテガイ外套膜コラー

ゲンには海綿状構造を形成している部分21があって，水

分と接触する表面積が大きいためだと考えられる。ホタ

テカイ外套膜コラーゲンの変性温度は31
0

C (同じ条件

下で牛皮コラーゲンの変性温度を測定した結果は41
0

C)

であるため，ヒトの皮膚上では徐々に熱変性してゼラチ

ン化すると考えられるが，サケ皮のコラーゲンよりは変

性温度が高く 3)，アミノ酸組成は熱変性によって変化す

るものではないので，保湿性維持の観点から見た場合有

2005一一8FRAGRANCE JOURNAL 



表 2 熱水抽出ホタテガイ外表膜ゼラチンと 4種類の動物ゼラチンとの起泡力の比較

sample (Con.0.02%) Foam height (cm) Volume (cm') Foaming capacIty (times) 

Walleye pollack gelatin 4.1 11.1 1.11 

Bovine gelatin 7.5 20.4 2.04 

Scallop mantle gelatin 8 21.7 2.17 

Purchased marin gelatin ， 4.6 12.5 1.25 

rance gelatin 4.1 11.1 1.11 
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ウゲ一ンペプチドにはホ夕テガイ外套I膝莫カか、ら拙出した熱水抽

出コラ一ケゲ、ンおよびび、牛皮白来ゼゼ、ラチン (夕イフプPB，
SIGMA) をトリフプ。シンで

た。すなわち，ホタテガイ外套膜ゼラチンと午ゼラチン

をそれぞれ220mgず、つ50mlの緩衝液に溶解させ，基

質:酵素ェ 100: 1にして， 37'Cで5h加水分解し，

98'Cの熱水で10分間処理することによって反応を止め

たっ 9000Xg，5 minj童心分離し， 上澄みを毛髪用の処

理i伐とした。なお，加水分解物の分子量をHPLCで分析

した結果，ホタテガイ外套膜コラーゲンペプチドが640

鱒輔輔麟融糊欄融関

~ 2480，牛皮コラーゲンペプチドの方が580~ 2340の

範囲に分布していた。

コラーゲンペプチドの傷んだ毛髪に対する修覆作用は

キューティクルの修覆をSEMで観祭することによって

行った。その結果，図 3のようにホタテガイ外王朝莫コ

ラ町ゲンペプチドおよび牛皮コラーゲンペプチドはいず

れもキュ ティクルの修覆作用(コントロールに比べて)

があり，特にホタテガイ外套膜コラーゲンペプチドで処

理した毛髪の方が牛皮コラーゲンペプチドの方よりも修

覆表面が滑らかになっていることを認めた。 Bonadeo

ら7! こよって，平均分子量1000程度のペプチド誘導体

が1正常毛および偵傷毛に吸着しやすいことが確認されて

いる。本実験ではホタテガイ外姿膜コラーゲンペプチド

と牛皮コラーゲンペプチドの分子量を1000に揃えるこ

とはできなかったが，両方の分子量:分布は類似しており，

牛皮コラーゲンペプチドの分子景の方が1000により近

いことから，分子量差の修覆に対する影響には依存しな

い効果であると考えられたc

6鋼ホタテガイ外套膜コラーゲンペプチドで処
理した毛髪の破断強度

傷めた毛受を1.5%コラーゲンペプチドに浸して24h

放霞後，ヘアドライヤーを用いて乾燥させた後，破断強

度の測定を行った。毛髪 I本の強度を考慮して荷重が

A:ホタテガイタト套1莫コラーゲ
ンペプチドで処理した毛髪

B:牛皮コラーゲンペプチドで

処理した毛髪

C:蒸留水で、処理した毛髪(コ

ントロール)

菌 3 ホタテガイ外套模コラーゲンペプチドと牛皮コラーゲンペプ
チドで処理した毛髪の走査型電子顕微鏡写真(倍率X1.2K) 
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掠めて小さい装置を自作して測定を行った。実験は室

温:24 'C-28'C，湿度:68-73%の条件下で、行った。

測定の結果，図4および関 5に示したように，コラ

ーゲンペプチド処理をした方がコントロールよりも破断

強度および伸び量の尚面で高い値を示した。これは傷ん

だ毛髪にホタテガイ外套膜コラ J ゲンペプチド処理を行

うことによってキューティクルが整い，わずかではある

が傷んだ毛髪の強度を増す効果が現れたことによると考

えられる。また，毛髪の伸びは毛髪中に含まれる水分最

によって影響を受けることが報告別されているので，ホ

タテガイ外套膜コラーゲンペプチド処理を行った毛髪の

方が周囲の水分を吸収しやすく，より柔軟になって強度

および伸びを増したことも考えられる。

7.おわりに

ホタテガイ外套膜コラーゲンのタイプI牛コラーゲン

に対する相違点は，上述した他にも，等電点が4.14
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SMC Control 

ホタテガイ外套膜コラーゲンペプチ
ドで処理した毛髪のヲlっ張り強度

SMC Control 

ホタテガイ外套膜コラーゲンペ
プチドで処理した毛髪の伸び
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(pH8.2の緩衝液で変性させたSMC)で午コラーゲンの

等竜点よりも低いことや，コラーゲンに含まれているグ

リコサミノグリカンの量(ウロン酸含量を測定した結果)

がサケおよび牛コラーゲンの約2倍にもおよび，細胞

の接着，分化，移行にも積怨的に影響する可能性などが

ある。著者らは正常ヒト線維芽細胞 (NHDF-Ad)を用

いて，ホタテガイ外套膜コラーゲンの生体親和性を示す

ひとつの指標として，細胞実験を行う予定である。ホタ

テガイ外套膜コラーゲンは牛に対してはBSE問題にか

かる優位性があり，豚ではBSEの問題はないものの，

牛と同じ“畜産"ということで多少イメージダウンにな

っている。鶏は鶏インフルエンザでイメージが大きく低

下しており，魚皮コラーゲン~こは悪臭の問題が残ってい

る。ウロコや骨では悪臭は少ないものの， JJR，灰が大変で、

ある。 以上の点から見ると，ホタテガイ外玉三膜のコラー

ゲンに優{剖生がある。よってその特性を卜分把握した上

で，抽出率や処理コスト低減を図ることにより従来品に

対して，少しずつ代将が今後可能になっていくものと期

f寺される。
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